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平成 20 年 3 月期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 19 年５月 18 日の決算発表時に公表した平成 20 年３月期(平成 19 年４月１日～平成 20

年３月 31 日)の連結・単体業績予想並びに期末配当予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせい

たします。 

  

記 

１．業績予想数値の修正について 

 

（１）平成 20 年３月期連結通期業績予想数値の修正(平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日) 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 公 表 予 想 (Ａ ) 

(平成 19 年５月 18 日公表) 
105,000 4,450 4,500 1,900

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) 105,800 2,970 3,040 △3,770

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 800 △1,480 △1,460 △5,670

増 減 率 （ ％ ） 0.8％ △33.3％ △32.4％ ―

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年３月期) 
78,845 3,297 3,643 2,468

 

（２）平成 20 年３月期単体通期業績予想数値の修正(平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日) 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 公 表 予 想 (Ａ ) 

(平成 19 年５月 18 日公表) 
46,000 1,980 2,700 1,600

今 回 修 正 予 想 (Ｂ ) 45,800 1,910 2,690 △6,200

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △200 △70 △10 △7,800

増 減 率 （ ％ ） △0.4％ △3.5％ △0.4％ ―

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年３月期) 
44,039 2,404 3,361 1,959

 

（３）修正理由 

 

①連結業績 

  連結の通期業績につきましては、売上高は期初計画通りに推移いたしました。一方で営業利益に

おきましては、医療環境が厳しい中で医療機関からの価格下げ圧力が期初予想よりも強く推移した

ことにより売上総利益率が計画を下回ったこと、加えて、アイネット・システムズ株式会社の業績

不振を踏まえた事業整理を行ったことによる経営計画の未達（期初計画は営業利益約 3.2 億円に対

し、実績見込みで営業利益約△4.8 億円の予測）と株式会社北大阪地所による不動産取得に係る諸費

用等が 1.2 億円発生したこと等により、当初計画を下回る予想となりました。また、営業外費用に

おきましては、貸倒引当金繰入額を計上したことによる貸倒実績率の上昇に伴い営業外費用が増加



 

する予想となりました。 

また、平成 20 年４月 11 日に公表いたしました「特別損失の発生に関するお知らせ」のとおり、

当社において当社連結子会社である株式会社セントラルユニに関わる株式の株価が平成20年３月31

日現在で当社の簿価の 1/2 を下回ることとなったことによる関係会社株式評価損の計上、当社連結子

会社であるアイネット・システムズ株式会社の事業整理による関係会社株式評価損の計上によって、

それぞれに対するのれんを一括で償却したこと、及び病院グループに対する貸倒引当金繰入額を計上

したこと等により特別損失が 4,536 百万円発生いたしました。 

   以上の結果、営業利益、経常利益、当期純利益ともに予想を下回る見通しとなりましたので、す

べての項目で予想を修正いたします。 

 

  ②個別業績  

また、個別の通期業績予想につきましても、事業環境が厳しく推移する中、ほぼ当初予定通りに

推移いたしましたが、「特別損失の発生に関するお知らせ」で公表したとおり、株式会社セントラ

ルユニに対する関係会社株式評価損、アイネット・システムズ株式会社に対する関係会社貸倒引当

金繰入額、病院グループへの貸付金に対する貸倒引当金繰入額の計上等により特別損失が 7,707 百

万円発生いたしました。 

また、貸倒引当金繰入額を計上したことによる貸倒実績率の上昇に伴う営業外費用等が発生いた

しました。 

その結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに予想を下回る見通しとなりましたの

で、すべての項目で予想を修正いたします。 

 

 

２．期末剰余金の配当予想の修正 

（１）配当予想の修正の内容 

 中間期 

平成19年９月30日

期 末 

平成 20 年３月 31 日 
年 間 

前回の予想配当 

（平成 19 年５月 18 日公表） 
― 1,150 円 1,150 円

今 回 修 正 予 想 ― 0 円 0 円

前期実績 

(平成 19 年３月期) 
― 

1,500 円     

（普通配当1,000円） 

（記念配当    500円） 

1,500 円     

（普通配当 1,000 円）

（記念配当    500 円）

 

（２）配当予想修正の理由 

  当社は、株主の皆さま方に対する利益配当につきましては、将来の事業展開と経営基盤の強化の

ために必要な内部留保資金を確保しつつ、安定的かつ継続的に業績の成長に見合った成果の配分を

実施することを基本方針としており、連結配当性向 20％を目標といたしております。 

  しかし、前述のとおり平成 20 年３月期の業績は当期純利益が大幅な赤字となることに鑑み、株主

の皆さま方のご期待に沿えず誠に遺憾に存じますが、上記のとおり無配とさせていただく予定であ

り、配当予想の修正を行うものです。 

   

株主の皆さま方には深くお詫び申し上げますとともに、今後は当社グループの成長戦略を着実に実

践し、安定的かつ継続的に配当を実施できる企業集団としてまいりたいと存じますので、引き続きご

支援賜りますようお願い申し上げます。 

  

以上 


